


















































反響が大きく、方言の語り口を支持する投書が 3通も続きました（第 2909 号　2015．






























和 58(1983) 年 3 月現在）を、50 音順に配列したもの。意義のほかに、用例や解説を
加えた項目もあります。
　収録語数に５倍近い差があるので、単純な比較はできませんが、60 年ほどの時間

































































































　　　　　　観光文化研究所　所報』第 11 号　2013 年３月











　『長野市史』（長野市役所編・発行　大正 14（1925）年 10 月）所収の「附録」
　　　長野地方の方言
明治以前には、長野にも方言多かりしが、爾来交通の便開けしと、移住人の多きとに
よりて、旧来の方言は、大部分消滅し去りて、発音も言語も、大方は標準語即ち東京
語に近づけり。（今日も下流の家庭及び場末には行はる）今明治初年の頃迄行はれし、
発音方言の主なるものを挙げん。
　　　発音
イとエとの混乱　ジユとジヨとの混乱　ユとヨとの混乱
　　　方言　　（傍線は、（訛）と注記している部分）
アラネ（霰）
アバケル（ふざける）
アツタラ（おしい）
イコ（あまり　イコな事もいはれぬ）
イト（間　休で居るイトに）
イツチ（第一　イツチよい）
イヂムツサ（いぢきたな）
イツケル（結ひつける）
イヂカメル（いぢめる）
イカヅト思ツテ（ゆかうと思つて）
ウヌ又ウナ（おまえの卑語）
ウソツコキ（うそつき）
ウソヲコク（うそをつく）
ウラ（木の梢）
エボツツリ（よく腹を立つ人）
エボツツリ虫（かまきり）
エベ（行け　さあエベや）
－ 35 －
オビイ（尼僧）
オツチ（唖者）
オニカイ（鬼ごつこ）
オチヨウベ（おべつかる事）
オジヨウコ又オジヨコ（おとなびたる事、こましやくれたる事）
オメサン、オメツチ（あなた、御前方）
オト（人の声、　オトを出す）
オネ（根本　オネつから）
オツサン（おぢさん）
オクリヤイ（下さい）
オイダイ（おいでなさい）
オケヤ（よせや　そんなことはオケヤ）
オナシヨニエンデクロヤ（いつしよに行てくれろ）
オドケル（驚く　ああオドケタ）
ガツキヤー（小児を呼ぶ罵声）
オツコオツコ（こわいこわい）
オツツ（おとし、わな）
ガイロ（蛙）
ガニ（蟹）
カンバラ（越後獅子）
カヅワラ（かるわざ）
カナクリ（からくり）
カクネツコ（かくれつこ）
カブリツク（くいつく）
カマケル（ぐちをいふ）
ガマイ（こすい）
カタル（赤子をもりする事、なかまになる事）
カマンドケ（かまわずおけ）
ガ―タク（乱暴）
カガツポイ（まぶしい）
－ 36 －
カマウ（いぢめる）
カラ、クラ（いぢめる）
ドノカン（どのくらい）
キボコ（人形）
ギリ（すり）
キヨクル（からかふ、ばかにする）
キジヤケンキジヤケン（ちんちんもがもが）［片足跳び・筆者注］
ギミツコガヨイ、ワルイ（両方甲乙なき事、ある事）
クジナ（たんぽぽ）
クビツリ（首くくり）
クロ（くれろ）
クツバス（くすぐる）
グザル（不理屈をこねる）
クラセル（なぐる）
クネテ見エル（年よりふけて見ゆる）
（ケシ）鳥の糞
ケンツ（けんつく）
ケソケソ（しやーしやー）
ゲーモナイ（役にも立たない）
ゲーニ（ひどく、きつく）
コシヨー（唐辛）
ゴンゼ（こごと）
ゴーガワク（はらがたつ）
ゴワス（ございます）
ゴンド（共同）
コカス（ぶつ）
コマルシ（こまるよ）
コンデ（ことで　そんなコンデ）
コワイ（色の濃い事）
ゴキタナイ（きたない）
－ 37 －
コマルハサー（困るなー）
ナンノコンダイサー（何の事だなー）
サバヨ（さようなら）
ザラ（沢山）
サラ（ばかりしか　これサラない）
サレツカマワズ（すこしもかまはず）
シミル（凍る）
シエーモシツカスバツテ（為し得ないくせに）
サガネル（さがす）
スグリ（つらら）
スベリツト（下駄にて氷上を横にすべる事）
スルシ（しるし　これはスルシばかりですが）
スツポカス（物をなげる事）
ズイバイ又ズイツコ（甲乙なき事）
セツテ（いつて　ソーセツテモ）
ゾツキ（純粋）
ゾゼール（あまへる）
セツコウ（こんき）
ソナイニ（その様に）
ソーイツテモイイ（いかにもいい）
タークラター、略してタク（でたらめ）
ダイロ（かたつむり）
タマゲル（驚く）
ダクナ（やくざ）
ダレ（わんダレ、きさまたち）
ダーサー（否、いいえ）
チクサイ（ちいさい）
チョードツコ（ちょうど）
チャー（なんだつチャー　何の事だらう）
ヅコヲカツクラセル（頭をなぐる）
－ 38 －
ツメル（戸などしめる事）
ヅライ（しヅライ　しにくい又それヅライの事　そればかりの事）
ヅダイ又ヅデ（論外）
ヅルイ（のろい事）
ヅク（気力　ヅクヲだす、ヅクヲぬかす、ヅクヲやむ、ヅクなし）
ツミツカク（爪でひきかく）
ツミツケル（爪でつめる）
テンカラ（はじめから）
テンバジメ（まつはしめ）
テンゴーヲカク又テチゴヲカク（もがく又てんかんをおこす）
トーネ（小馬）
ドーヅク（ぶんなぐる）
ドーヅル（なまける）
トーロヲマク（とぐろをまく）
トラメル、トツカメル、オサメル（捕へる）
ナバ（雪頽ナダレ）
ナシカイ（ないかい）
ナルイ（寒さなぞのよわい事）
ナヲシカ（なほさら）
ナツチヨダ（どんなだ）
ナツチヨモ（願はくば）
ナナヤツト（決してやるな）
ナイ（ねー　そーしてナイ）
ネナクラ（不得要領）
ネタボタ（餅をつく音　ぺんたらこぺんたらこ）
ノクトイ、ヌクトイ（温い）
ハネル（はじめる）
バヤカス（ばかす　狐にバヤカされた）
バソク（即時）
ハナル（はじまる）
－ 39 －
ハナ（はじめ）
ハールカ（時の長き事）
ハグル（本の頁をかへす事）
ハシタ（死んだ又いつた）
バツカ（ばかり）
ハジクナル（しやがむ）
バイ（衣服の事、小児語）
ハマル（かかる　棒を持つてハマル）
ビチヤル（すてる）
ヒガ目（やぶにらみ）
ヘー（もー　へーすんだ）
ベト（泥）
ヘータラ、へートラ、ヘシ、ヘタ（むやみ）
へービ（蛇）
ベータン棒（棒きれ）
ベンゾウ（べそ）
ブツ（うつ　鉄砲などに）
フテル（水にひたす）
ブルケル（ぶらさげる）
ボヤ（たきぎ）
ボコ（あか子）
ホド（鍛冶屋の火口）
マテ、マテー（倹約、慎重）
ママヤキ（どもり）
ママカカ（おけら虫）
マネクリヲツク（とんぼがへりをする）
マル（大小便をたす）
マクマク（日没のうすあかり）
見セイク（見に行く）
モーラ（もぐら）
－ 40 －
モーラシ（きのどく）
モゲル（老耄）
モシカスルト（ことによると）
ムヅツカイ（むづむづする、くすぐったい）
メチヨ（めっかち）
メツタメツタ（何度も何度も）
ヤダ（いやだ）
ヤクナシ（やくざ）
ヤリシナ（やりながら）
ヤツトクリヤイ（売てくれ）
ヤレール（為し得る）
ヨナウ（てつだう）
ヨバル（よぶ）
ヨタ（人、物等の質のあしき事）
ヨヂケル（よろける）
ヨーサリ（夜）
ワレ、ワンダレ（汝、汝等）
ワニル（失望する、しよげる）
オショボル、オツポシヨル（折る）
ツチミザ（地面）
ヒヨーナ（雛）
